
○救急搬送にあたり、消防と
医療機関間の情報共有・連
携が不十分

○桑名地域、東紀州地域に
おける2次救急提供体制が脆
弱

急
性
期

回
復
期

現在の課題 主な取組

三重県地域医療再生計画(拡充分)概要 ①救急医療等の充実に向けた取組

○県南地域において回復期
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟がない

○心筋梗塞発症後のﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ設備が不十分

○救急車からの情報を救急病院が共有
するｼｽﾃﾑ導入

○桑名地域、東紀州地域での二次救急
の充実
・桑名市民病院と山本総合病院との統
合（400床規模の新病院）
・東紀州地域で二次救急を担う病院の
整備及び情報共有体制構築

○県南地域において、回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ病棟を整備

○CCU施設において、心臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
設備を整備

災

害

○未曾有の大災害である東
日本大震災を踏まえ、大規
模災害発生時の医療体制を
充実させる必要

○災害時の医療を支える人材の育成等

目標：重症傷病者の受け入れ困難事案の低減による救急搬送時間の短縮
本県における脳卒中の年齢調整死亡率の低減
本県における急性心筋梗塞の年齢調整死亡率の低減
東日本大震災規模の地震に対応する医療救護体制の整備

主な事業（事業総額：基金負担分上限）

○ＭＩＥ－NET構築事業（91,142千円：90,844千
円）モデル地域を設定し、患者情報を救命救急セン
ター等と共有するネットワークを構築

○桑名市民病院と山本総合病院の再編統
合に伴う地域中核病院整備事業（14,313,164
千円：2,874,906千円）両病院を再編統合

○紀南病院整備事業（1,873,324千円：516,236
千円）病院本館を建替え、ﾍﾘﾎﾟｰﾄなどの施設を整備

○回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病床整備事業
（216,252千円：108,126千円）県南地域に回復期ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病床を整備

○急性心筋梗塞回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ設備整
備事業（26,905千円：11,227千円）ＣＣＵ施設等に
心臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ設備を整備

○災害時医療体制充実事業（15,357千円：
13,932千円）災害時の医療体制充実のため人材育
成を実施

地域医療再生計画終了時の姿
この地域は、より早く・より適切な搬送の実現、救急病院から在宅まで安心の医療提供体制が構築される。



○出生の多い北勢地域において
NICU等が不足
○診療所（一次施設）と病院（二
次・三次施設）の機能分担が不十
分
○新生児ﾄﾞｸﾀｰｶｰが老朽化
○周産期医療を担う人材が不足
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現在の課題 主な取組

三重県地域医療再生計画(拡充分)概要 ②小児・周産期医療の充実に向けた取組

○障がいのある小児等への支援
ニーズが高まる中、専門的な治療
の提供が必要

○小児の在宅医療に対応する受
け皿が不足

○北勢地域にNICU等を整備するとと
もに、北勢に新たに県内２か所目の総
合周産期母子医療ｾﾝﾀｰを設置
○産科ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑを周産期母子医療
ｾﾝﾀｰで実施する等、分娩にかかる機
能分担を推進
○県内に新たな新生児ﾄﾞｸﾀｰｶｰ整備
○周産期医療を担う人材を育成

○県立草の実ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰと県
立小児心療ｾﾝﾀｰあすなろ学園をこころ
と身体の発達支援の拠点として一体的
に整備

○県内全域の小児在宅医療の充実に
向けた取組実施

高

度
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門

的
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療

目標：安心・安全な妊娠・出産を実現
子どものこころと身体の健やかな成長を支援

主な事業（事業総額：基金負担分上限）

○周産期医療体制強化事業（107,045千
円：38,417千円）北勢地域にＮＩＣＵを整備、産科
オープンシステムの推進

○新生児搬送体制充実事業（78,801千円：
39,401千円）新たな新生児ﾄﾞｸﾀｰｶｰの整備

○こころと身体の発達支援拠点整備事
業（6,555,151千円：1,585,914千円）草の実とあ
すなろを一体的に整備

○小児在宅医療支援ﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業
（44,170千円：42,950千円）小児在宅医療に関す
る相談機能を有する拠点を整備

地域医療再生計画終了時の姿
この地域は、母と子の、こころと体の健康が実現される。

○周産期医療従事者育成事業（4,512千
円：4,512千円）周産期医療を担う人材を育成



○医療人材の育成・復職支援
等のｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄを組織的に進
める必要

○高度に専門性の高い人材の
育成が必要

○高齢化、疾病構造の変化か
ら、全身を診られる総合医（家
庭医）の育成が必要

○医療安全・感染管理の専門
家が不足
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現在の課題 主な取組

○効率的な診療情報ﾈｯﾄﾜｰｸの
構築が必要

○総合医を育成するための拠点を県
内複数カ所に整備するとともに、研修
資金の貸与等により総合医（家庭医）
を育成
○三重大学を中心に血管内治療ｾﾝﾀｰ
やがん診療にかかる高度機器を整備
して、その活用と研修資金貸与等によ
り、高度専門医療を担う人材を育成
○ｵｰﾌﾟﾝｽｷﾙｽﾞﾗﾎﾞ等の併設された人
材育成・ｷｬﾘｱ支援の拠点を整備
○医療安全・感染管理に係る人材の育
成と相談体制を整備

○既存の高速ﾈｯﾄﾜｰｸの活用により各種
ﾈｯﾄﾜｰｸの普及拡大

三重県地域医療再生計画(拡充分)(概要) ③人材育成・診療情報ﾈｯﾄﾜｰｸの構築に向けた取組

疫
学
調
査

○各傷病に対する疫学調査、研
究に係る基盤整備が必要

○がん等の疫学調査を実施

目標：地域医療を支える医師等の医療従事者を安定的に確保
患者の立場に立った質の高いがん医療の提供とがんに関する情報提供の実施
医療機関相互の連携の推進による効率的な医療提供体制の確立
根拠に基づく適切な疾病対策の企画・立案を行う体制の整備

主な事業（事業総額：基金負担分上限）

○ｷｬﾘｱ支援・指導医育成等事業（88,930千
円：47,315千円）人材育成・ｷｬﾘｱ支援の拠点を整備

○総合医（家庭医）・専門医育成等事業
（42,9200千円：42,900千円）研修資金の貸与等によ
り総合医（家庭医）、専門医を育成

○脳卒中高度先進医療設備等整備事業
（135,000千円：91,500千円）血管内治療にかかる高
度機器の整備と人材育成

○医療安全・感染管理の拠点整備事業
（29,152千円：29,152千円）医療安全・感染管理を行
う拠点の整備

○疫学調査による各種傷病対策推進事業
（50,000千円：50,000千円）疫学調査の実施、分析

地域医療再生計画終了時の姿
この地域は、どこでも安心して質の高い医療を受けられる。


